
円 円 円 円 円 円

12,519,033 21,678,318 34,197,351

11,361,000 20,771,000 32,132,000

注：1　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市町村費等・そ

　　　の他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

　無

2　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

交付金額

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

　本事業を実施したことにより、火災発生時に迅速かつ確実な消火活動が行え
る体制が整備できた。
　また、分団員へのアンケート調査の結果、新築した消防車庫が従前の消防車
庫と比較し、集合及び出動に適しており、また、迅速かつ確実な消火活動が行え
る体制の整備に貢献していると思うという評価であり、その理由として、「駐車ス
ペースの整備により迅速に集合でき、現場への出動もスムーズになる」「屋外照
明灯により、安全に出動できる」「収納棚が使いやすく、資機材の整理を行いや
すい」「ホース洗い場で使用後のホースをすぐに洗うことができ、次の出動に備え
やすい」等の意見であった。
　本事業が、防衛省の交付金事業である旨を工事看板、工事案内文及び消防
車庫へ掲示、市ホームページへの掲載などで地域住民への周知を図った。

事業の改善措置及び今後
の対応

今後も、老朽化した消防車庫の新築整備又は改修を行うことにより、消防力の
向上を図り、地域住民の生活環境の改善を図る。

補助事業の始期及び終期 　平成２８年度から平成２９年度

事業費及び交付金額

２８年度 ２９年度 計

実施場所 　岩国市麻里布町二丁目地内

補助事業の成果の目標

　岩国市消防団岩国東方面隊麻里布分団第７部消防車庫については、昭和48
年より、三笠橋高架下の占用許可を受けて、消防車庫として使用していたが、消
防ホースの洗い場や乾燥させる乾燥塔もなく消防資機材の整備について苦慮し
ている状態であった。
　今般、三笠橋の耐震補強・補修工事に伴い、同橋下に設置していた消防車庫
の移転が必要となったこと及びホース洗い場やホース乾燥塔といった消防資機
材の整備スペースと集合時における団員の駐車スペースを整備する適地が確
保できたことから、新たな消防車庫を整備することで、火災発生時に迅速かつ確
実な消火活動が行える体制を整え、地域住民の生活環境の改善を図る。

補助事業の内容 　麻里布分団第７部消防車庫の新築整備

付紙様式第２

事　　業　　評　　価　　書

補助事業名
　岩国飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：消防車庫整備事業（麻里
布））整備事業

補助事業者名 　岩国市


